
 
 

 
 
  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

     

笠間市立友部第二中学校 学校だより 第１４号 令和５年９月２９日 

ＴＯＭＯＮＩ  
【校 訓】共に語らん 共に学ばん 共に進まん 

【キーワード】チーム和ークで，魅力度アップキャンペーン 

ＰＴＡの協力を得て用意されたＴシャツが祭典に一層の華やかさを加え、とても楽しくクラスマッチを開催することが

できました。各クラスから選出された実行委員の生徒たちやボランティアに参加していただいた保護者の方々をはじめ、

関係するすべての方々に感謝申し上げます。 

生徒たちは、真剣に取り組むことの気持ちよさ、勝つことの楽しさ、負けたときのさわやかな態度等々、見事に体現し

てくれました。運動の得意不得意にかかわらず一生懸命取り組む姿やさわやかな応援の態度に、見ている私たちの心も洗

われるようでした。がんばった生徒たちに大きな拍手を送ります。 

保護者の皆様におかれましても、たくさんのご声援をありがとうございました。運動を想定した身支度でなかったにも

かかわらず、急な種目参加の呼びかけにも快く応じていただき、想定以上に盛り上がる綱引きとなりました。本当に楽し

いひとときでした。 

あらためて、生徒たちは学校行事を経験するたびに少しずつ成長していくんだなと、実感することができました。次は、

合唱祭に向けてがんばります。もちろん、普段の学習もしっかりと取り組んでいきます。今後ともご協力をよろしくお願

いします。 

大事なことは、クラスマッチが教えてくれる 

【 人権メッセージ 】 
友部地区では小中共同で『友部地区いじめゼロプロジェクト』（人権メッセージ交流）を行います。 

各校の代表メッセージを校内放送で発表します。本校の代表メッセージ 3点を匿名で紹介します。 

★私は、あるテレビで病気と闘っている女の子を見ました。重い病気で辛そうな様子を見ると、とても苦しい気持ちになりま

した。ですが、その女の子はいつも周りを笑顔にしていました。家族や友達に心配をかけたくないと、いつも笑顔で接してい

ました。この勇気ある行動から、私はたくさんのことを学びました。自分も笑顔を増やせる行動をしていきたいと強く思いま

した。（3年 Ａ） 

★いじめで自殺したというニュースや、人種差別で不登校になったというニュースを多く見かけた。僕の母は助産師で、命の

大切さについてよく教えてくれる。そして、「ありがとう」という言葉の大切さも教えてくれる。人助けをした時に、「ありが

とう」と言われ、心が温かくなった。「ありがとう」は、人の心を温めるのだと知った。そして、これから先、だれもが「あ

りがとう」を言い合える世界になるよう、自分にできることをしていきたい。（1年 Ｂ） 

★私は進級してから教室に入りづらいと感じることがありました。周りの大人の人に相談したら、辛い時には別室から授業を

受けても良いと言われました。それから、時々別室へ行ったり、午後から授業を受けたりしました。朝、学校に行くと「おは

よう」と言ってくれたり、一緒に教室に入ってくれたりしてくれる友達がいます。少しの声掛けで救われました。親切な友達

がいてよかったです。（2年 Ｃ） 

【ご協力ありがとうございました】 

Ｋ様、Ｏ様、Ｉ様、Ａ様、Ａ様、Ｉ様

Ｓ様、Ｍ様、Ｋ様、Ｏ様、Ａ様、Ｎ様

Ｔ様、Ｓ様（事前に確認できた方を紹

介しています。紹介漏れがあった場合

はお知らせください） 


